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付
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。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
い
わ
ゆ
る
集
団
的
自
衛
権
が
、
実
務
上
、
具
体
的
に
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
及
び
「
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
憲
法
第
九
条

の
下
で
許
容
さ
れ
る
「
武
力
の
行
使
」
は
、
あ
く
ま
で
も
、
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い

安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
閣
議
決
定
）
で
お
示
し
し
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年

法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
八
十
八
条
並
び
に
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我

が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二

号
及
び
第
四
号
、
第
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
九
条
第
二
項
第
一
号
ロ
に
明
記
さ
れ
て
い
る
「
武
力
の
行
使
」
の

三
要
件
に
該
当
す
る
場
合
の
自
衛
の
措
置
と
し
て
の
「
武
力
の
行
使
」
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
武
力
の
行
使
」

は
、
国
際
法
上
は
、
集
団
的
自
衛
権
が
根
拠
と
な
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
他
国
を
防
衛
す
る
た
め
の
「
武
力
の
行
使
」

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
我
が
国
を
防
衛
す
る
た
め
の
や
む
を
得
な
い
必
要
最
小
限
度
の
自
衛
の
措
置
に
と
ど
ま
る
も
の
で

あ
る
。

一



三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
憲
法
解
釈
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
、
従
来
、
我
が
国
は
国
際
法
上
い
わ
ゆ
る
集
団
的
自
衛
権
を
有
し
て

い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
容
認
す
る
自
衛
の
措
置
の
限
界
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
許
さ
れ
な

い
と
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
の
閣
議
決
定
に

お
い
て
、
現
在
の
安
全
保
障
環
境
に
照
ら
し
て
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、
憲
法
第
九
条
の
下
で
も
、
「
外
国
の
武
力
攻
撃
に

よ
つ
て
国
民
の
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
く
つ
が
え
さ
れ
る
と
い
う
急
迫
、
不
正
の
事
態
に
対
処
」

す
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
自
衛
の
た
め
の
「
武
力
の
行
使
」
が
許
さ
れ
る
と
い
う
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
四
日
に
参
議
院

決
算
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
政
府
資
料
「
集
団
的
自
衛
権
と
憲
法
と
の
関
係
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
を
含
む
従
来
の
政

府
見
解
に
お
け
る
同
条
の
解
釈
の
基
本
的
な
論
理
を
維
持
し
、
そ
の
枠
内
で
、
「
武
力
の
行
使
」
が
許
容
さ
れ
る
場
合
と
し

て
、我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
場
合
の
み
が
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
考
え
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
認
識
を
改
め
、

我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の

生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ
る
場
合
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
し
、
「
武

力
の
行
使
」
の
三
要
件
を
お
示
し
し
た
上
で
、
こ
れ
を
自
衛
隊
法
等
の
中
に
過
不
足
な
く
規
定
す
る
た
め
に
我
が
国
及
び
国

二



際
社
会
の
平
和
及
び
安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
平
成
二
十
七
年
五
月
十
五

日
に
国
会
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
律
案
は
同
年
九
月
十
九
日
に
成
立
し
、
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
に
施
行

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


